
明治期には、本町通りが一流の問屋が店を構えるメイン

ストリートならば、裏通りの長者町は二流の問屋街だった。

杉の町通りの古着商から商売換えをした商人や伊藤次郎左

衛門など呉服問屋の旧家でたたきあげられた番頭が独立し

た十数軒の問屋街ができ上がっていた。昭和十一年頃にな

って上長者町で九軒、下長者町で四十八軒の店が軒を並べ

た。 戦後の繊維不足の流れに乗り、長者町にまたたく間に、

問屋でうずまり、他の商売が入りこむ余地はなくなってし

まった。戦前の倍以上の百数十軒の店が並ぶ全国有数の問

屋街ができあがった。何人もの長者が住む町となった。名

古屋開府以来、始めて文字通りの長者町となった。

� （沢井鈴一氏「名古屋の町探索紀行」より）

清須には富豪が集まり住んでいたところがあり、長者町

と呼ばれていた。清須越し江戸時代の長者町は、大名が通

る本町の裏通りとして、下級武士・荷役・商人・旅人が通

るところであったとか？？同様に、第二次大戦後、本町通

りは、広小路角の徴兵館ビルが進駐軍第５空軍司令部にな

り、名古屋城南の駐屯地からジープが轟音を立てて通る道

となり、跋扈する米兵に恐れをなして、通行する人もまれ

な道路となってしまいました。一本西の長者町通りには雨

後のタケノコのように、薄利多売・現金売りの日本有数の

繊維問屋街となりました。（写真１）

しかし、糸ヘン景気が去り、長引く繊維不況と流通シス

テムの変化から長者町繊維問屋街は危機に瀕しています。

現在は老朽化したビルと駐車場が半分以上を占めるゴース

トタウンからの再生を懸けて新しい活気ある街づくりへの

チャレンジが試行錯誤しています。

錦２丁目の活性化のために秋のえびす祭、あいちトリエ

ンナーレ誘致、などいろいろなトライアルがされています。

私が世話人の「名古屋の旧町名を復活させる会」とコラボ

して郷土の歴史を復活し、名古屋人が郷土に誇りを取り戻

すことを目的に、町名復活を目的とした組織〝『長者町』を

復活させる有志の会″が2013年末に立ち上がりました。しか

し、一部の賛同が得られなくなり、現在は、町名復活の活

動が小休止しています。

写真１：長者町繊維街の名物アーチ、広小路より北を望む
　　　　各ブロックに設置
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金銀みつる長者町……下長者町の巻

料亭つたも会長・深田 正雄

「住吉の語り部になりたい」—㉙

地図１：�昭和34年の下長者町・
住宅地図

　　　　�住宅地図協会が昭和35
年に発行
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当時、下長者町１－４丁目すべてが繊維関連のお店が軒

をならべていましたが、現在、同じ場所にある長者町協同

組合員企業はわずか６社（2017現在）となりました。１丁

目北角の吉田商事㈱は吉田俊逸氏が愛知県葉栗郡木曽川町

で呉服商を創業され、戦後いち早く昭和22年に現在地に移

転、代々地域のリーダーとして活躍、私が昭和58年に㈱森

島羅紗店を承継した際には、俊雄会長の兄上にナオリ健保

組合の仕事など親切にご指導いただき感謝しております。神

谷商店さんは創業の神谷茂雄さんの名で「神谷茂㈱」で婦

人洋品卸、現在は駐車場となりましたが丹羽幸商店、初代

丹羽幸一郎、明治41年に洋傘卸売商を開業、故丹羽吉輔氏、

戦後は下長者町２丁目で再スタート、元会長幸彦さんと代々

幅広く事業を展開されています。

糸へん店舗ばかりの２丁目商店街に唯一の業態の違う、玄

関に緑の植栽の見事な加藤歯科さんがありました。親父先

生と祖父が親しく、幼稚園の頃からお世話になり、とって

も治療の痛い思い出です。どうも、以来、長者町を正雄君

は避けるようになり、住吉町の関谷歯科さんに主治医変更、

お陰で歯痛から解放されたようです。同じ場所で同じ業種

で唯一現存するのは足立商店さん、そして、丸善さんは、手

芸をされる方なら知らない人はいないというぐらい有名店

として、現在も営業中。そして、ランドマークは創業明治

10年の遠山産業㈱さんの焼け残った昭和10年竣工のレトロ

なビルでした。現在はコンビニとなり、周辺はコインパー

キング街となりました。（写真２＆３）

明治４年八百屋町から名称が長者町３－４丁目となり、

広小路北を中心に町名変更されたようです。４丁目東角は

綿常さんが南の大同別珍さんの土地を取得され、繊維業か

らホテルドーミーインのオーナー、そして、近隣に多くの

貸しビルを経営されています。西側の後藤銅器さんは創業

100年の老舗、最近移転されたようで寂しく思っています。

懐かしいのは「川瀬書店」さん、戦後、書籍の流通会社・

東販や日販などが新しく誕生し。終戦直後は川瀬書店が名

古屋一の取次だったと思います。そして、本屋さんは川瀬、

星野、丸善と広小路の３店が大手といえました。

錦２丁目まちづくり協議会会長をつとめる堀田勝彦さん

の堀田商事ビルの北側駐車壁全面に描かれた現代アートの

作品は、国際芸術祭「あいちトリエンナーレ2010」で作ら

れたものです。ナウィン・ラワンチャイクン（タイ）の制

作・幅11m「新生の地」です。この作品には長者町に縁の

ある色んな時代の町の人が描かれています。勝彦さんに登

場人物について、いろいろ伺いました。

中心にいる２人は60年の歴史を持つ喫茶クラウンのママ

と、手芸・毛糸屋の丸善の女将さん。右上は、堀田商事先

代の若き頃の堀田次郎・一枝夫妻、黒電話の名畑恵さん、吉

田商事会長、神谷茂雄さん。左下は、株式会社糸和・佐藤

順一さん、「三坪の小さな店から始まった」ファッションコ写真３：遠山産業ビル跡地　コンビニ「セブンイレブン」となりました。

写真２：遠山産業ビル　昭和10年建設　
　　　　戦後道路拡幅で引きづり工法で移動が話題
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イケ・小池隆さんの青年時と現在の本重町町内会長の小出

さんとご家族、バイクにまたがる八木兵㈱の山口兼市社長、

丹羽幸・丹羽幸彦相談役。左側上の笑顔のご夫妻は昭和15

年創業・八木兵山口先代ご夫妻と妹さん。

戦争に行った兵隊さんは滝一会長。福生院・お聖天さん

の松平住職。下には、綿常㈱浅野隆司さん、1840年（天保

11年）創業のお茶の升半・横井さん。最下段でクラシック

カーに乗るのは、街のコンセプト創り延藤安弘先生とドラ

マ「氷山のごとく」出演者の長者町の従業員たち。

商店街として事業規模や町の序列とは違い、中心にいる

のが小さな店を営む女性というのが面白いですね。「上長者

町に漏れくる三味の音も　今は聴かれず昔懐かし」など、絵

に書き込まれている短歌は、町の人が長者町への思いを込

めて詠んだものです。作者には、町の歴史を共有していく

ことが大事だという思いがあり、町の昔が今につながるこ

とで「新生」しています。トリエンナーレ芸術祭の主旨に

こたえた同作品のお陰で長者町はアートの町として世界に

認知されようとしています。

2018年には錦二丁目エリアマネジメント会社（代表：名

畑恵社長）が設立され、再開発された錦２丁目７番地区で

拠点運営の中心となり、エリアプラットホーム、遊休不動

産活用するリーシング事業、そして、安全安心かつ快適な

公共空間を実現するため、マーケットやイベントなどをは

じめとした道路空間を有効活用した賑わい形成のための取

り組みの準備を進めています。

http://nishiki2areamanagement.co.jp/
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